
　

新
年
度
号
の「
ふ
れ
あ
い
通
信
」と
な

り
、本
誌
の
様
々
な
課
題
・
意
見
・
要
望

が
見
つ
か
り
、ま
だ
ま
だ
努
力
が
必
要
と

実
感
し
た
年
度
で
し
た
。

　

来
年
、介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
る

た
め
、今
号
で
、と
り
あ
げ
ま
し
た
が
、

少
し
難
し
い
内
容
だ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

　

こ
の
改
正
が
、皆
様
の
生
活
に
ど
の
よ

う
に
か
か
わ
る
か
は
、地
域
社
会
と
私
た

ち
介
護
保
険
施
設
の
か
か
わ
り
方
に
よ
っ

て
変
化
す
る
と
考
え
、広
報
活
動
が
架
け

橋
と
な
れ
ば「
地
域
全
体
で
支
え
る
福
祉
」

が
実
現
で
き
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
３
月
11
日（
金
）に
起
き

た「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
な
ら
び

に
「
長
野
県
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
」

に
よ
る
被
災
者
の
皆
様
へ
一
日
も
早
い
復

興
を
ご
祈
願
し
、
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
　

編
集
委
員
長　

保
田　

浩
一
郎

進化し続ける江戸川光照苑
「東北地方太平洋沖地震」ならびに「長野県北部を震源と
　する地震」の被災者の方々に心より哀悼の意を表します

さやえんどう、砂糖・しょう油・だし１：１：２
（めんつゆ）、卵２個

栄養満点で美肌効果「さやえんどうの卵とじ」
ビタミンＡ、Ｃにさらにビタミン、ミネ
ラル、タンパク質等が強化され栄養満点
かつ美肌効果もあります

鮮やかな緑が映えるので料
理の彩りにも欠かせません
（写真下：鶏肉のがめ煮）

3
36

②卵は割りほぐし、砂糖、しょう油、だしで
　煮汁を沸かす

③沸いた煮汁にさやえんどうを入れます
④軽く火が通ったら卵を入れて好みの硬さで
　火を止め・・・出来上がりです

ポイント めんつゆを薄めると早いです

１４
4・5

①さやえんどうは洗い、すじをとっておく

ポイント さやえんどうは匂いが気になる場合
は煮汁に入れる前に軽くゆでてもい
いです
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「
さ
や
え
ん
ど
う
」に
つ
い
て

　

え
ん
ど
う
豆
の
さ
や
の
中
の
豆
が
大

き
く
な
る
前
に
さ
や
の
や
わ
ら
か
い
う

ち
に
収
穫
し
食
べ
ま
す
。

　

種
類
は
、グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
、み
つ

豆
の
赤
え
ん
ど
う
な
ど
が
あ
り
、旬
は

５
月
前
後
で
す
が
、ほ
ぼ
一
年
中
あ
り

ま
す
。

　

成
長
し
た
豆
に
比
べ
タ
ン
パ
ク
質
、

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、Ｃ
は
多
く
、β
カ
ロ
チ

ン
は
、枝
豆
よ
り
か
な
り
多
い
で
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
１
日
の
必
要
量
が
100

ｍ
ｇ
で
す
が
、
さ
や
え
ん
ど
う
100
ｇ

中
に
55
ｍ
ｇ
も
含
ま
れ
ま
す
。

ポイント 具は他に人参、しいたけ、ネギ、油
揚、高野豆腐など、お好きなものだ
け入れるのもいいと思います



○
タ
テ
の
ヒ
ン
ト

１
．完
売
！「
仕
方
な
い
○
○
じ
ま
い
だ
ぁ
」

2
．屋
根
よ
り
高
い
○
○
○
○
○

4
．小
学
１
年
生
の
背
中
に
、光
っ
て
い
ま
す

6
．「
海
の
ギ
ャ
ン
グ
」や「
○
○
の
つ
ま
り
」

7
．サ
メ
は
○
○
し
て
か
ら
生
ま
れ
ま
す

○
ヨ
コ
の
ヒ
ン
ト

１
．東
北
地
方
は「
い
た
こ
」、沖
縄
地
方
は
、「
ゆ

　
　
た
」な
ど
の
こ
と

3
．戦
場
で
吹
き
鳴
ら
す
角
笛
の
こ
と

5
．学
校
で
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在「
○
○
○
会
長
」

8
．人
そ
れ
ぞ
れ
も
っ
て
い
ま
す

7
．両
親
が
集
う「
○
○
の
会
」は
？

9
．バ
ラ
科
の
落
葉
高
木
の
果
物・・・「
○
○
○
酒
」が

　
　
有
名
！

進
化
し
続
け
る
江
戸
川
光
照
苑

【地域包括支援センター】
4月     ☆15日（金） 　介護者交流会「排泄用具について」
　　　　　　　　　（企画：地域包括支援センター）　
5月　  ☆20日(金)    介護者交流会「権利擁護について」
　　　　　　　　　（企画：企画：地域包括支援センター）

【オンブズマン】（３ヶ月／1回会議開催）
4月　☆27日（水）

【人材育成苑内研修】
4月　☆20日（水）　情報セキュリティに関する研修
　　　　　　　　　（講師：ＩＳＭＳ事務局　葛西　重敏）
5月　  ☆18日（水）　ISOの理解と運用　
　　　　　　　　　（講師：品質管理室長　柴田一佐哲）

【サービスマナー】（ロールプレイ研修）
4月　    ☆12日（火）　5月　　☆10日（火）

【防災訓練】
4月　☆8日（金）　消火訓練：消防署員指導のもと、水消
　　　　　　　　火器を使用
　　　　　　　　した訓練。　
5月 ☆13日（金）　夜間想定での通報、消火、避難訓練　　　　　    

【施設実習】【チャレンジ・ザ・ドリーム】　日程未定　　　　

　江戸川光照苑では、江戸川区の委託事業として、配食サー
ビスを行っています。
　ご利用の条件として、65歳以上の方で食事づくりが困難
な一人暮らし、もしくは日中独居及び高齢者のみの世帯であ
り、疾患などにて減塩食、お粥、キザミ食のような特殊な
食事形態である虚弱食の方が対象になっています。
　現在、夕食に関しては、多くのご利用があり、昼食のみ
申し込みを受け付けています。
　現在の利用状況より、10名となっていますので、ご利用
を迷われていましたら、ぜひ当苑の地域包括支援センター
にお気軽にご相談ください。
（tel03-5612-7193）

介護

福祉 在宅

医療

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
生
活
を
！！

・・・・・・・ 

②
③

〜24

年
度
の
介
護
保
険
改
正
に
向
け
て
〜

〜
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
〜

  （
編
集
委
員
長　

保
田　

浩
一
郎
）

褥
瘡
予
防

〜
床
ず
れ（
褥
瘡
）の
発
生
を
予
防
し
、

　

よ
り
良
い
生
活
環
境
を
提
供
す
る
〜

「
さ
や
え
ん
ど
う
」に
つ
い
て

栄
養
満
点
で
美
肌
効
果「
さ
や
え
ん
ど
う
の
卵
と
じ
」

4
・
5

【　法人　】
4月      ☆18日（月）　法人連絡会
5月      ☆16日（月）　法人連絡会
　　　※理事会・評議員会・第三者委員会　日程未定
　　　
【特別養護老人ホーム】
4月　    ☆3日（日）5日（火）７日（木）　春の食事会/お花見　　　　
　　 　 ～花見の気分で春のひと時を家人とともに過ごして
　　　　いただく～
　　　☆10日（日）　春の食事会　
5月　　☆5日（木）　　端午の節句　
　　　～兜やこいのぼりなどの装飾をし、端午の節句をお祝
　　　　いする。～
　　　☆3日（火）4日（水）5日（木）　菖蒲湯
　　　　～菖蒲湯につかり、無病息災を願う～
　　　
【通所介護】（ふれあい・くつろぎ）
4月　 ☆４日（月）　花祭り
　　　　～お釈迦様の誕生を祝う～
　　　☆１日～４日　桜見学
　　　～季節の花（桜）を鑑賞する～
　　　※桜飾りの工作・おやつ作り（くつろぎ）
5月      ☆２日（月）　八十八夜　　　
　　　  ～新茶を楽しむ～
　　　☆3日（火）4日（水）5日（木）　菖蒲湯
　　　　～菖蒲湯に入り健康祈願～
　　　※バラ見学　日程未定
　　　～季節の花（バラ）を観賞する～
　　　※手芸・おやつ作り（くつろぎ）
  
【熟年ふれあいセンター】
4月　☆日程未定 　桜見学～季節の花を観賞する。～　　
5月　   ☆日程未定 　バラ見学～季節の花を観賞する～
　
【食事サービス】
4月     ☆10日（日）　季節のご飯の日
　　　　　　　　　 ～春野菜のちらしずし～ 
           ☆11日（月）　郷土料理の日（昼食）茨城県
                                  ～うなぎ飯・納豆汁～
　　　☆25日（月）　食事会
 5月        ☆10日（火）　季節のご飯の日
　　　　　　　　　～たけのこご飯～
☆9日（水）　郷土料理の日（夕食）愛知県
　　　　　　～天むす・煮みそ～
☆24日（木）　食事会

4

8

4 5
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介護・医療・福祉・住宅の充実と連携が重要
視された「地域包括システム」（上記図参照）

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

江
戸
川
の
土
手
か
ら
・・・
噂
の
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
！！

13

平成23年4・5月号　ふれあい通信36号

福
祉
の
疑
問
？

「
福
祉
の
会
社
を
開
業
す
る
に
は
、県
と
か
国
に

特
別
に
登
録
す
る
と
か
、監
査
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？
」

　　
　
　

介
護
保
険
事
業
所

　
　
　
に
求
め
ら
れ
る
ニ

　
　
　

ー
ズ
の
変
化

　　
　
　

厚
生
労
働
省
の
社
会
保

　
　
　

障
審
議
会
介
護
保
険
部
会

　
　
　

な
ど
で
、次
期
改
正
介
護

　
　
　

保
険
制
度
に
向
け
た
議
論

　
　
　

が
重
ね
ら
れ
、施
設
か
ら

　
　
　

高
齢
者
住
宅
へ
の
転
換
、

　
　
　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
化
な
ど
、国
の
介
護
施
策
が

変
化
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
末
、地
域
包
括
ケ
ア
研
究

会
か
ら
、地
域
全
体
で
高
齢
者
を

支
え
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」の
構
築
を
進
め
る
た
め
の
最

終
報
告
書
が
公
表
さ
れ
、今
後
、

正
式
決
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ど
の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
に
反
映

さ
れ
る
か
が
、平
成2

3

年
度
注
目

す
べ
き
課
題
で
す
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

と
は
？　

　　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
、

　

①
介
護
②
福
祉
③
医
療
④
住
宅

の
視
点
か
ら
構
成
さ
れ
、ご
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
包
括
的
な

サ
ー
ビ
ス
と
、入
院
↓
退
院
↓
在

・・・・・・・・・・・・ 

⑩

笑
顔
で
頑
張
り
な
が
ら
・・・

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

介
護
職
員　

志
賀　

翔
太
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑨

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑦

・・・・・・ 

④

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」な
ら
び
に「
長
野
県
北
部
を

　
震
源
と
す
る
地
震
」に
つ
い
て

　
〜
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
〜

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑪

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑬

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑭

・・ 

②
③

●
餅
つ
き
大
会
と
炊
き
出
し
訓
練

　
「
つ
き
た
て
の
お
餅
は
や
っ
ぱ
り
美
味
！

「
ち
ょ
っ
と
し
た
心
配
り
」が
楽
し
み
に
つ
な
が
り
ま
す

　

園
児
た
ち
の
愛
ら
し
い
演
技
に
・・・
夢
中
で
す
♪

-１-

あ
の「
と
く
ダ
ネ
！
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
）の
放
送
さ
れ
ま
し
た
！！

-２-

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑤

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑥

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑤

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑤

・・・・ 

④

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑦

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑦

「
刺
激
か
ら
始
ま
る
身
体
づ
く
り
！
」

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑧

江
戸
川
光
照
苑
で
育
て
て
い
る
メ
ダ
カ
ち
ゃ
ん
♪♪

躍
動 

！ 

Ｉ
Ｓ
Ｏ

常
に
新
し
く
、そ
し
て
間
違
い
な
く

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑧

・・・・・・・・・・・・・ 

⑧

・・・・・・・・・・・・ 

⑫

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑬

・・・・ 

⑭

・・・・・・・・・ 

⑭

進
化
し
続
け
る
江
戸
川
光
照
苑

　

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
生
活
を
！！

　

平
成
24
年
度
改
正
を
前
に・・・

　

介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ
れ
10

年
が
経
ち
、
ご
利
用
者
、
地
域
、

行
政
お
よ
び
他
事
業
者
な
ど
か
ら

介
護
保
険
事
業
所
は
、サ
ー
ビ
ス

の
質
な
ど
で
、選
ば
れ
る
時
代
に

な
り
、平
成
24
年
に
は
介
護
保
険

制
度
の
改
正
が
あ
り
、介
護
保
険

事
業
所
の
進
化
が
求
め
ら
れ
る

時
期
に
入
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

介護保険制度は、この笑顔のためにあると信じて
います

平
成
24
年
度
改
正
を
前
に
・・・

家
族
会
か
ら
の
贈
り
物

〜
い
つ
も
感
謝
し
て
い
ま
す
〜

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑩

後
援
会
親
睦
旅
行

〜
伊
東
温
泉
で
ゆ
っ
た
り
〜

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑫

※

「
私
の
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
」「
実
習
生
の
一
言
」「
か
い
ご
の
教
室
」

　

に
つ
い
て
は
、今
号
は
お
休
み
に
な
り
ま
す

7 8

9

平
成
24
年
度
改
正
を
前
に・・・

6

こ

い

の

ぼ

り

ふ

か ん

せ

ら

ん

ど

る

は

せ

く

と

ど

み

8

9

7
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江
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照
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関　

谷　

一　

二

安　

藤　

諄　

爾

加　

納　

幸　

子

田　

辺　

尋　

子

飯　

島　

妙　

子

野　

島　

銃　

祥

浅　

野　

キ　

ソ

鈴　

木　

敬　

子

平　

野　

利　

幸

風　

間　

篤　

子

平成23年1月1日～平成23年2月28日

小
岩
第
三
中
学
校

小
岩
第
四
中
学
校

松
江
第
三
中
学
校

な
で
し
こ
保
育
園

北
小
岩
保
育
園

富
士
見
保
育
園

牧　
　
　

圭　

子

白　

井　

祐　

子

嶋　

田　

裕　

輔

小　

林　
　
　

茂

加　

藤　

養　

治

谷　

口　
　
　

努

水　

野　

敬　

生

嶋　

田　

裕　

輔

遠　

藤　

英　

治

小　

林　
　
　

茂

小　

幡　

葉　

子

小　

山　

や
す
子

田　

口　

正　

二

東
京
都
公
衆
浴
場

　

生
活
衛
生
同
業
組
合

㈱
日
総
研
出
版

金　

谷　

正　

子

（
餅
つ
き
）

町　

田　

政　

子

斉　

藤　

志
津
子

広　

井　

京　

子

鈴　

木　

敬　

子

青　

木　

あ
さ
子

宇
田
川　

ス
ミ
エ

寺　

田　

由
紀
子

中　

村　

与　

吉

杉　

森　

紀　

子

田　

辺　

妙　

子

島　

田　

キ
ミ
エ

柳　

沼　

節　

子

山　

路　

雪　

枝

佐　

藤　

恵　

子

井　

上　

義　

行

高　

橋　

良　

子

（
音
楽
サ
ポ
ー
ト
）

町　

山　

ミ
ツ
エ

（
買
物
サ
ポ
ー
タ
ー
・

　
音
楽
サ
ポ
ー
ト
）

中　

谷　

喜
美
子

後　

藤　

冨
士
子

藤　

岡　

慈　

恵

城　

野　

総　

枝

田　

村　

英　

雄

小　

幡　

葉　

子

田　

村　

安
由
美

※氏名の未掲載のご希望がある場合は、下記まで
　ご連絡ください。

柴　

田　

延　

枝

石　

川　

武　

敬

高　

田　

憲　

子

執　

昌　
　
　

恵

飯　

島　

由
美
子

墨　

田　

朝　

子

渡　

辺　

知　

子

田　

窪　

淳　

子

伊　

藤　

鈴　

江

進　

藤　

佳　

子

人　

見　

元　

子

落
語

杉　

森　

紀　

子

萩　

田　

栄　

子

小　

川　

つ
る
子

杉　

本　

ス　

イ

落　

合　
　
　

忠

松　

沢　

輝　

子

金　

井　

み
ち
子

高　

田　

照　

子

小　

川　

ト
シ
江

町　

山　

ミ
ツ
江

岡　

田　

セ
ツ
子

熊　

田　

和　

美

内　

田　

恭　

子

伊　

藤　

秀　

子

佐　

藤　

洋　

子

村　

上　

エ
ツ
子

ひ
ま
わ
り
グ
ル
ー
プ

（
ホ
ー
ム
喫
茶
）

【

【

ト
リ
マ
ー

社会資源として、活用していただこうと１０月
から開放された会議室（写真：ふれあいの間）
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看取りケアと共通するターミナルケアの苑内
研修を行い、基本的な考えを学んでいます

デイサービスでは、継続的なサービスという
観点とニーズがあることを考え、来年度日曜日
の営業を開始いたします（写真：音楽療法）

会
議
室
貸
し
出
し
な
ど
を
継
続
的

に
展
開
し
、地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
作
り
に
も
力
を
入
れ
、地
域

に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」の
よ
う
な
時
代
の
求
め
る
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
実
現

す
る
た
め
、来
年
度
の
事
業
計
画

に
も
反
映
し
、全
職
員
の
意
識
を

統
一
化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、な
に
よ
り
も
、ご
利

用
者
の
笑
顔
、満
足
の
い
く
サ
ー

ビ
ス
が
継
続
的
に
提
供
で
き
る
江

戸
川
光
照
苑
で
あ
り
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宅
復
帰
ま
で
切
れ
目
の
な
い
継
続

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く

と
い
う
２
側
面
か
ら
成
り
立
つ
考

え
方
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
は
、
24
時
間
対
応

の
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
な
け
れ
ば

実
現
は
難
し
い
と
も
言
え
ま
す
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
視
点
を
サ
ー
ビ
ス
に
生
か
し

て・・・

　

江
戸
川
光
照
苑
で
は
、特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
は
、看
護
職
員
の

２
交
替
勤
務
・
看
取
り
ケ
ア
な
ど

の
医
療
の
充
実
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス

は
、大
幅
な
延
長
、日
曜
日
営
業

を
開
始
し
、包
括
的
・
継
続
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。　

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
確
保
し
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
充
実
も
図
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

来
年
度
の
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン

　

江
戸
川
光
照
苑
祭
・
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
・
映
画
会
の

開
催
、部
外
を
招
い
た
研
修
会
、

　
後
援
会
親
睦
旅
行

〜
伊
東
温
泉
で
ゆ
っ
た
り
〜

　

社
会
福
祉
法
人
光
照
園
後
援
会

で
は
、会
員
の
参
加
の
推
進
と
親

睦
を
図
る
た
め
、年
１
回
一
泊
の

親
睦
旅
行
を
行
っ
て
、会
員
同
士

は
も
ち
ろ
ん
、職
員
と
の
交
流
も

図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
７
回
目
を
迎
え
る
そ
の

親
睦
旅
行
が
、１
月
22
日（
土
）、

23
日
（
日
）
の
一
泊
二
日
で
、
全

国
で
も
屈
指
の
湯
量
で
も
知
ら
れ

る
一
大
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
地
、静
岡

県
・
伊
東
温
泉
で
行
わ
れ
、多
く

の
会
員
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、

相
模
湾
の
新
鮮
な
魚
介
類
や
み
か

ん
な
ど
、山
海
の
幸
に
も
ご
満
足

い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

　

は
じ
め
て
参
加
さ
れ
た
田
辺
さ

ん
か
ら
は
、「
皆
さ
ん
気
を
遣
っ

て
下
さ
り
、色
々
な
お
話
も
で
き
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
」

と
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
援
会
で
は
、こ
の
よ
う
な
機

会
を
今
後
も
継
続
し
、江
戸
川
光

照
苑
の
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
、

地
域
に
愛
さ
れ
る
施
設
づ
く
り
を

応
援
す
る
活
力
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

「宴会のお酒も美味しかったし、熱海梅園も
ステキでした」と話す田辺さん（写真左上）

ホテル前にて記念写真「ハイっ、ポーズ！」

餅
つ
き

石　

川　

た
け
の
り

石　

川　　
き
よ
子

増　

田　

忠　

史

関　

谷　

一　

二

安　

藤　

じ
ゅ
ん
や

徳　

留　

良　

男

加　

納　

幸　

子

棚　

瀬　

直　

美

草　

深　

和　

子

椎　

名　

光　

子

介
護
サ
ポ
ー
タ
ー

岡　

田　

良　

智

根　

岸　

嗣　

治

鈴　

木　

達　

夫

髙　

城　

日
出
雄

菊　

地　

英　

子

山　

口　

敏　

昭

平　

野　

利　

幸

植　

草　

啓　

子

飯　

島　

小　

弓

永　

井　

久　

男

猪　

鼻　
　
　

洋

奥　

田　

智　

也

綾　

部　

和　

美

守　

谷　
　
　

哲

沢　

山　
　
　

休

下
酔
尾　

秀　

子



「東北地方太平洋沖地震」ならびに
「長野県北部を震源とする地震」について

「東北地方太平洋沖地震」ならびに
「長野県北部を震源とする地震」について

～ 心 よ り 哀 悼 の 意 を 表 し ま す ～

無
事
に
復
旧
し
、現
在
の
と
こ
ろ

ご
利
用
者
の
生
活
に
支
障
は
で
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、ご
利
用
者
、職
員
と
も

ケ
ガ
も
な
く
、無
事
で
し
た
こ
と

を
、お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

義
援
金
の
お
願
い

　
し
か
し
、現
地
で
は
、す
で
に
、

福
島
県
や
岩
手
県
で
も
、施
設
の

倒
壊
や
、ご
利
用
者
な
ど
が
津
波

に
流
さ
れ
る
な
ど
、被
害
が
徐
々

に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、江
戸
川
光
照

苑
で
は
、東
社
協
を
通
じ
て
、義

援
金
の
協
力
を
決
め
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、被
害
に
遭
わ

れ
た
、特
に
、高
齢
者
福
祉
施
設

江戸川光照苑でも大きな揺れを感じま
した

未曾有の被害をだした津波。津波の恐ろ
しさを再認識しました

　

今
般
、11
日
に
発
生

し
た「
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
」と
、同
12

日
の「
長
野
県
北
部
を

震
源
と
す
る
地
震
」。

　

特
に
、「
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
」に
つ

き
ま
し
て
は
、Ｍ
9．0　
と

い
う
日
本
観
測
史
上
最

高
の
地
震
と
な
り
、現

在
で
も
多
く
の
死
者
、

行
方
不
明
者
に
、ご
家

族
は
も
ち
ろ
ん
、関
係

者
の
皆
様
方
の
ご
心
中

お
察
す
る
に
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
。

江
戸
川
光
照
苑
の

　
　

被
害
は
な
し

　

江
戸
川
光
照
苑
で
は
、

幸
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

温
水
機
の
緊
急
停
止
な

っ
た
も
の
の
、そ
の
後
、

の
１
日
も
早
い
復
旧
を
願
っ
て
、

義
援
金
に
も
ご
協
力
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す

　

被
災
地
で
は
、未
だ
余
震
活
動

も
続
い
て
い
る
一
方
で
、東
京
電

力
福
島
原
発
で
放
射
能
災
害
の
恐

れ
な
ど
で
、引
き
続
き
余
談
を
許

さ
な
い
状
態
で
す
が
、こ
の
地
震

で
尊
い
命
を
落
と
さ
れ
た
多
く
の

方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、ご

遺
族
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、被
害
を
受
け
ら
れ
た
す
べ

て
の
被
災
者
の
皆
様
に
心
よ
り
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

苑　

長　

水　

野　

敬　

生

〜
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

　
　

サ
ー
ビ
ス
の
活
用
〜

　

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
と

い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
は
、行
政
が
直
接
・
間
接

的
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
は
対

応
困
難
な「
隠
れ
た
」ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
を
言

い
、近
年
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
近
隣
や
地
域
社
会
、

関
係
機
関
に
通
知
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

今
号
の
特
集
で
は
、地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
今
後
の
取

り
組
み
の
展
望
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
が
、私
た
ち
ケ
ア
マ
ネ
と
し

て
は
、改
正
に
よ
っ
て
一
番
困
惑

さ
れ
る
の
は
、保
険
を
ご
利
用
さ

れ
る
皆
様
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
、

私
た
ち
も
今
か
ら
準
備
を
進
め
て

改
正
に
臨
み
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

民
間
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
非

公
式
な
援
助
活
動
が
こ
れ
に
当
た

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
、地
域

に
多
か
れ
少
な
か
れ
存
在
し
て
い

る
も
の
の
、フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
な

ど
と
比
べ
、知
ら
な
い
方
も
多
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

も
し
、
興
味
の
あ
る
方
は
、

「
身
近
に
あ
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

サ
ー
ビ
ス
」を
見
つ
け
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。　
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〜
24
年
度
の
介
護
保

　
　

険
改
正
に
向
け
て
〜

　

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り
、早

い
も
の
で
10
年
以
上
が
経
過
し
、

そ
の
間
に
も
、3
回
の
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

次
の
改
正
は
平
成
24
年
度
で
す

が
、お
お
よ
そ
の
方
向
は
す
で
に

打
ち
出
さ
れ
て
お
り
、国
や
各
自

治
体
も
勉
強
会
や
研
修
の
形
で
各

介護保険事業所に対しての勉強や講演会が多
数あり、当苑も参加しています

消防団協力事業所として、当苑から２名が協力
しています（写真左：阿部相談員、写真左：山
口機能訓練指導員）

第五期介護保険制度

これから先のスライドは、確実な準備ができる
かがキーポイントになります

江戸川区では、介護予防と社会参加として「熟年
介護サポーター」の事業が行われています（写真
左：活動のお手伝いをする根岸さん）

第三者評価受審の意義第三者評価受審の意義
～社会に向かう意欲の高い施設として～

を
行
う
こ
と
そ
の
他
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と
に
よ
り
、常
に
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
者
の
立
場
に
立

っ
て
良
質
か
つ
適
切
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
』
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
全
て
を
受
審

　
東
京
都
で
も
、現
在
福
祉
サ
ー

ビ
ス
第
三
者
評
価
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、当
苑
で
は
、昨
年
度
よ

り
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、居
宅
介
護

支
援
事
業
所
も
加
え
た
３
事
業
全

て
区
内
で
唯
一
受
審
し
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
者
自
身
が「
利
用
し
た

第三者評価機関に内容の説明を行う職員

評価結果は「とうきょう福祉ナビゲーション」
でご覧いただけます（http://www.fukunavi.
or.jp/fukunavi/index.html）

　

前
号
で
も
お
知
ら

せ
し
た
と
お
り
、江

戸
川
光
照
苑
で
は
、

I
S
O
9
0
0
1

に

加
え
、昨
年
暮
れ
に

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
国
際
規
格IS

O
2
7
0
0
1
/
I
S

M
S

の
認
証
を
取
得

し
ま
し
た
が
、第
三

者
に
よ
る
認
証
、評

価
の
必
要
性
は
年
々

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
第
78

　

条
の
努
力
義
務

　

社
会
福
祉
法
第
78

条
で
は
、『
社
会
福

祉
事
業
の
経
営
者
は
、

自
ら
の
そ
の
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
評
価

い
事
業
所
の
特
徴
」
や
、「
サ
ー

ビ
ス
の
質
」な
ど
、選
択
す
る
際

の
目
安
と
し
て
も
ら
う
た
め
で
す
。

社
会
に
向
か
う
意
欲
の
高
い

　
　
　
　
　
　

施
設
と
し
て

　

第
三
者
評
価
は
、社
会
に
向
か

う
意
欲
の
高
い
施
設
低
い
施
設
と

の
差
が
は
っ
き
り
現
れ
ま
す
。

　

今
後
も
第
三
者
評
価
を
と
お
し

て
、自
ら
が
個
々
の
抱
え
る
課
題

を
把
握
し
、サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
へ
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

苑　

長　

水　

野　

敬　

生

「東北地方太平洋沖地震」ならびに
「長野県北部を震源とする地震」について



誕生日のプレゼントを受け取り、さらに満面
の笑顔になった田口さんです

「長寿を祝う会」にて「音響機器セット」の目録
を家族会会長（水野敏明氏）より受け取り、様々
な場面で活用させていただいています

実際に、ベットを使用し説明され、わかり易い
内容でした

褥瘡予防は徹底的な除圧と説明があり、う
なずく職員も多くいました。

　
褥
瘡
予
防

〜
床
ず
れ（
褥
瘡
）の
発
生

　

を
予
防
し
、よ
り
良
い
生

　
　

活
環
境
を
提
供
す
る
〜

　

江
戸
川
光
照
苑
の
ベ
ッ
ト
が
床

上
38
㎝
ま
で
下
が
る
低
床
型
に

変
わ
り
、
去
る
１
月
19
日（
水
）

納
入
業
者
で
あ
る
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト

株
式
会
社
に
床
ず
れ（
褥
瘡
）予

防
に
つ
い
て
研
修
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ご
利
用
者
が
快
適
に
過
ご
す
た

家
族
会
か
ら
の
贈
り
物

〜
い
つ
も
感
謝
し
て
い
ま
す
〜

　　

毎
年
、家
族
会
か
ら
は
贈
り
物

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　

7
月
に
行
わ
れ
た「
納
涼
夏
祭

り
」の
際
に
は
、音
響
機
器
は
外

部
よ
り
レ
ン
タ
ル
し
て
い
ま
し
た

が
、自
前
の
セ
ッ
ト
が
や
は
り
必

要
で
は
と
い
う
こ
と
で
家
族
会
と

調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
、9
月
に

「
ち
ょ
っ
と
し
た
心
配
り
」が

楽
し
み
に
つ
な
が
り
ま
す

　

去
る
３
月
１
日（
火
）、デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
入
り
口
に
ひ
な
壇
が

飾
ら
れ
、ひ
な
祭
り
の
雰
囲
気
を

味
わ
い
ま
し
た
。

　

カ
メ
ラ
に
収
め
た
い
と
、記
念

撮
影
す
る
ご
利
用
者
や
、ご
家
族

に
見
せ
た
い
と
、カ
メ
ラ
に
写
し

て
き
て
ほ
し
い
と
カ
メ
ラ
を
差
し

出
す
ご
利
用
者
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

あの「とくダネ！」（フジテレビ）で
　　　　　　　放送されました！！

園児たちの愛らしい演技に・・・
　　　　　　　　　　夢中です♪

カードを手にして、ひな祭りの雰囲気を味
わいながら会話を楽しまれていました

カメラ好きな平林さん・・・さっそく「ひな壇」の
前で職員と記念撮影

苑長とご利用者の会話を見な
がらお２人とも笑顔となり、緊
張がほぐれた様子です（写真左
奥：パキンスタンの方々）

　

ひ
な
祭
り
を
楽
し
み
た
い
と
い

う
気
持
ち
の
現
れ
の
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。

　
「
ひ
な
祭
り
」
当
日
、３
時
の

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
に
、
甘
酒
と
ケ

ー
キ
・
・
・
そ
し
て
、
お
雛
様
と

お
内
裏
様
の
カ
ー
ド
が
全
員
に
配

ら
れ
、カ
ー
ド
を
眺
め
、微
笑
む

ご
利
用
者
や
若
い
頃
に
ひ
な
壇
を

よ
く
飾
っ
て
い
た
と
い
う
話
を
さ

れ
る
ご
利
用
者
な
ど
様
々
な
会
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

カ
ー
ド
と
い
う「
ち
ょ
っ
と
し

た
心
配
り
」が
会
話
の
材
料
に
な

る
瞬
間
を
み
る
こ
と
が
で
き
、改

め
て
大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
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　２月22日（火）に北小岩保育園の慰問があり、
「２４匹のねこ」という演劇でした。
　園児たちの演じる「ねこたち」が遠足に行き、お
花畑でお花を勝手につんだり、入っていけない所に
入ってしまったり、様々な悪さをします・・・ご利用者
は、その愛らしい演技に、夢中になっていました。
　これまでにも、「折
り紙の手作り水族館」
「節分のおに」などが
あり、園児たちの来苑
をご利用者も毎回楽し
みにしています。
　職員一同感謝してお
ります。

　ことの始まりは、パキスタンの若者との出会い・・・
パキスタンでは、高齢者を大事にする風習があり、
将来、教育に携わりたいという２人が、「日本の高
齢者施設をみて、母国に見て得たものを持ち帰りた
い」というエピソードにフジテレビが賛同し、撮影
が決まり、3月8日（火）に放送されました。
　江戸川光照苑が選ば
れたことは職員一同誇
りに思い、励みになり
ました。
　日本に興味を持って
いただけたことは、皆
様にも励みになると思
い、ご紹介しました。

め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
長
年
研
究
し

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
内
容
で
し
た
。

　

予
防
と
し
て
は
、徹
底
的
に
除

圧
し
、な
る
べ
く
大
き
な
面
で
支

え
る
様
に
し
、ベ
ッ
ト
に
接
地
し

て
い
る
身
体
の
部
位
を
離
し
て
皮

膚
が
引
っ
張
ら
れ
な
い
様
に
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
熱
心
に
指
導

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

江
戸
川
光
照
苑
で
は
、こ
の
よ

う
な
専
門
的
な
研
修
を
行
い
、職

員
一
人
一
人
が
専
門
職
と
い
う
自

覚
を
養
え
る
機
会
を
設
け
、介
護

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
絶
対
に
褥
瘡
を
作

ら
な
い
」と
い
う
こ
と
を
徹
底
し

て
、教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

行
わ
れ
ま
し
た「
長
寿
を
祝
う
会
」

に
お
い
て
、今
年
度
は「
音
響
機

器
セ
ッ
ト
」を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

と
て
も
立
派
な
も
の
を
お
贈
り

し
て
い
た
だ
き
、活
躍
の
場
も
広
が

っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、お
正
月
に
は
門
松
を

昨
年
に
引
き
続
き
贈
呈
し
て
い
た

だ
い
た
り
、ご
利
用
者
全
員
に
は

誕
生
月
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
ま
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、毎
年
会
費
と
し
て
納
め

ら
れ
て
い
る
中
か
ら
ご
利
用
者
に

と
っ
て
必
要
な
も
の
を
ご
相
談
の

上
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
者
お
よ
び
職
員
一
同
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

24名のねこたちの来苑に、ホ
ール内は明るい雰囲気になりま
した（写真：北小岩保育園の園
児たち）



実際に杵を付いた後・・・不思議とこのような素敵
な笑顔に出会えます

初めての体験に、照れながも懸命に杵をつく
小岩第三中学校の生徒さん

●
餅
つ
き
大
会
と
炊
き
出
し

　

訓
練

「
つ
き
た
て
の
お
餅

　
　

は
や
っ
ぱ
り
美
味
！
」

　

去
る
１
月
27
日
（
木
）
、
毎
年

恒
例
の「
江
戸
川
光
照
苑
餅
つ
き

大
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
職
員
、利
用
者
だ
け
で

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
の
方
よ
り
杵
と
臼
を
お
借

り
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に

北小岩保育園の園児たちに見守られながら、
餅つきを楽しまれた清水さん

勉
強
で
あ
り
、身
に
付
け
た
事
を

生
か
し
な
が
ら
仕
事
に
奮
闘
し
て

お
り
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
介
助

な
ど
行
う
際
、笑
顔
を
心
掛
け
、

ご
利
用
者
の
皆
様
に
安
心
し
、ほ

っ
と
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
接

し
方
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

よ
り
早
く
一
人
前
の
介
護
福
祉

士
と
な
り
、当
苑
の
理
念
に
沿
っ

た
安
心
・
安
全
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
よ
う
、努
力
を
惜
し
ま

ず
日
々
研
鑚
し
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　

介
護
職
員　

志
賀　

翔
太

肩に手をかけ、話しかけ、居室への誘導をす
る志賀介護職員

両手を合わせるのが、お互いの合図・・・ニコニコ
笑顔を見せてくれます（写真左：志賀介護職員）

４２

　私たちは、福祉サービス事業者として、常に一流としての品質と地位を維持し、
人々からの高い信頼と満足を得るためには、ご利用者および関係者の個人情報ならび
に江戸川光照苑の機密情報のセキュリティを確保することが重要な経営課題であると
認識しています。当苑では、この認識のもとに、I SM S基本方針を定め、当苑
が保有する個人情報と機密情報のセキュリティを確保するための指針とします。

　私たちは、人々の幸せを創造し、福祉サービス事業者として常に一流としての品質と地
位を維持し、社会に高く評価され、ご利用者に満足いただける最高のサービスを
提供します。そして、地域、社会、環境に貢献するホスピタリティ事業者として、
将来に亘り事業の永続的な発展を目指します。

一.私たちは、すべての人々の期待に応えるパーソナルなサービスとホスピタリティの精神
によって、創造性と先駆性ある事業を展開し、人々からの高い信頼と満足を得
ます。
一.私たちは、一人ひとりのライフステージのファンとなり、その価値を受け止められ
　る「人としての豊かさ」を身につけ、研鑽と努力を惜しまず、プロとして専門
　性を高め、介護サービスのあるべき姿を提示します。
一.私たちは、事業経営の安定性と透明性を確保するとともに、生命あるものや環境を大切
　にした地域社会の創造と発展に貢献します。
一.私たちは、江戸川光照苑へ寄せられる貴重なご意見、ご批判などを真摯に受け止め、品
　質マネジメントシステムの有効性を継続的に改善し、常に成長し変化し続けながら、一
　貫した良品質のサービスを提供する江戸川光照苑ブランドを構築します。

1.情報セキュリティに関する法令および契約事項を遵守し、J I S Q２７００１（ISO
　/ IEC２７００１）に準拠したISMSを「ISMSマニュアル」として確立し、維持します。
2.情報資産に対する体系的なリスクアセスメント及びリスクマネジメントに基づき、
　適切な管理目的及び管理策を設定します。
3.ISMSの確実な運用及び情報セキュリティに対する意識向上のため、すべての従業
　者に対して定期的に情報セキュリティに関する教育を実施します。
4.事業継続管理の手順に基づき、情報システムの重大な故障または災害等の影響によ
　る事業活動の中断に対処し、再開を確実にします。
5.従業者は、「I SM S基本方針」「ISM Sマニュアル」を遵守しなければならず、違
　反した場合には、就業規則等に基づき罰則を適用します。

ＩＳＯ9001
　平成20年4月1日　認証取得

ＩＳＭＳ基本方針

ISO27001/ＩＳＭＳ
平成22年12月16日　認証取得

笑
顔
で
頑
張
り
な
が
ら
・・・

　

私
は
大
学
の
介
護
科
を
卒
業
し
、

昨
年
の
４
月
か
ら
江
戸
川
光
照
苑

の
特
養
介
護
職
員
と
し
て
２
階
フ

ロ
ア
に
て
働
い
て
お
り
ま
す
。

　

毎
日
が
笑
顔
に
溢
れ
た
職
場

で
過
ご
し
て
い
る
と
、時
が
経
つ

の
も
早
く
、勤
め
始
め
て
か
ら
す

で
に
１
年
が
経
と
う
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
覚
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
も
多
く
、毎
日
が
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震
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
、地
域
社
会
に
開

か
れ
た
身
近
な
施
設
と
し
て
、地

域
と
の
連
携
交
流
を
は
か
る
一
助

と
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

炊
き
出
し
訓
練
で
は『
豚
汁
』

を
用
意
し
、短
い
時
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、震
災
さ
な
が
ら
の
緊

張
感
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、寒

い
最
中
の
豚
汁
は
美
味
で
し
た
。

　

お
餅
つ
き
で
今
年
一
年
の
運
を

付
（
杵
）い
た
、
そ
ん
な
気
が
し

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
厨
房
で
は

委
託
先
の
日
清
医
療
食
品
に
も
ち

米
を
焚
い
て
も
ら
い
、と
様
々
な

方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、盛
大
な

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
北
小
岩
保
育
園
の
園
児

た
ち
も
大
勢
餅
つ
き
を
見
に
来
ら

れ
、つ
く
た
び
に
掛
け
声
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
中
学
生
の
実
習
も
あ
っ
て
、

重
い
杵
を
振
り
上
げ
て
、
体
験

し
た
こ
と
の
な
い
餅
つ
き
を
精
一

杯
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
防
災
委
員
会
に
よ
る

「
炊
き
出
し
訓
練
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取

り
扱
い
説
明
会
」が
あ
り
、
大
地



　介護保険法に基づく事業所開設なら、都道府県の
指定が必要であり、それ以外の施設でも、老人福祉
法に基づく指定(市町村)が必要な場合が多いです。
　基本的に、実地指導にて不正をチェックされ（勤
務者、サービス内容、介護報酬など）また、不正が
疑われる場合には監査
となり、指定が取り消
されることがあります。

　福祉の会社を開業するためには、県とか国に特別

に登録するとか、監査のようなものがありますか？

平成23年4・5月号　ふれあい通信36号

　
１１月１６、１７日と「業務管理体制整備に関わ
る内部監査」を行いました。
　これは主に法令遵守に関わるもので、介護保険法
や消防法など、施設運営に関わることが適切にでき
ているかどうかを検査する目的で行われます。
　自分たちで決めたルールをそのとおりに実施する
のがＩＳＯですが、そ
れに加え、法令に迷う
ことは最低限のモラル
です。
　このような機会を持
つことで、自分たちの
サービスの質が担保さ
れていくのです。

が
、風
邪
を
ひ
き
に
く
い
と
か
病

気
に
な
り
に
く
い
と
い
う
研
究
デ

ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
運
動
習
慣
が
つ
い
て
か

ら
風
邪
を
ひ
か
な
く
な
っ
た
と
い

う
実
質
的
な
経
験
を
お
持
ち
の
方

は
多
く
い
る
は
ず
で
す
。

　

こ
れ
こ
そ
、外
部
か
ら
の
感
染

に
対
す
る
抵
抗
力
、免
疫
力
が
高

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、こ
こ
で
重
要
な
の
は

「
適
度
な
運
動
」と
い
う
こ
と
で
、

過
激
な
運
動
は
逆
に
免
疫
力
を
低

下
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、気

を
つ
け
て
下
さ
い
。

　最近ちょっとづつ近付けるようになってきた僕の
後輩？ライバル？の犬の「あいちゃん」です。
生後６ヶ月で我が苑に来てから、１２月２４日で２
年が経ちました～～☆
　ちなみに、誕生日は、わかりやすく苑に来た日と
したんです♪
　僕が先輩ですが、頼
もしい仲間です！
　だいぶアニマルセラ
ピーとしてのお勤めも
慣れて来たようです～♪♪
大人になったね「あい
ちゃん」(⌒～⌒)♪

躍動 ＩＳＯ！
法令遵守も内部監査で

内部監査などで法令遵守を再
認識し、徹底しています

「適度な運動」が風邪予防につながり
ます

当苑のリハビリでは、「エアロバイク」「ジョー
バ」「滑車」などで適度な運動を行い、防衛体力
に意識したプログラムになっています

２歳になりました♪あいちゃんです☆

激励ありがとう・・・健太郎くん
（あいちゃんより）

防
衛
体
力
を

　
　
　

つ
け
ま
し
ょ
う

　
「
防
衛
体
力
」と
は
、風
邪
を

ひ
か
な
い
、
病
気
に
な
ら
な
い
、

ス
ト
レ
ス
に
強
いe

tc

、
免
疫

力
や
抵
抗
力
に
関
す
る
体
力
で
す
。

　

こ
の「
防
衛
体
力
」は
、
運
動

に
よ
っ
て
抵
抗
力
・
免
疫
力
を
高

め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

運
動
不
足
の
人
よ
り「
適
度
な

運
動
」を
継
続
し
て
い
る
人
の
方

×

このコーナーでは、インコの健太郎の目で楽しい
仲間たちを紹介しています。

錦糸町のオリナスからもこんな
景色が見られます♪（写真右奥：
スカイツリー）

　江戸川の土手から見えるようになりましたね～♪♪
　先日、どこのポイントが一番良く見えるか、土手
を散歩がてら行ってみましたよ～～(#^.^#)
　なかなかいいポイントが見つからず（歩いた距離
が短かったのもあると思いますが(^_^;)・・・。）
　皆さんも暖かい日に江戸川の土手に行ってみませ
んか？
　「ここはいいポイン
トだ！！」と言うとこ
ろがあったら教えてく
ださいね♪
　すでに、世界一の高
さに到達・・・完成が
楽しみです！！

江戸川の土手から・・・
　　噂のスカイツリー！！

適
切
に
管
理
を
行
い
、そ
れ
ぞ
れ

の
情
報
に
対
す
る
リ
ス
ク
を
測
定

し
、対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

認
証
取
得
を
し
た
こ
と
で
、適

切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す

が
、さ
ら
に
進
め
て
今
後
起
こ
り

う
る
リ
ス
ク
ま
で
予
測
し
、事
前

に
対
策
を
取
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
た

こ
と
は
明
確
な
指
針
が
で
き
た
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、す
べ
て
は
ご

利
用
者
、ご
家
族
に
安
心
と
信
頼

を
お
約
束
す
る
こ
と
で
す
。

半日かけ多岐にわたりチェック
されます（写真左：当苑の地域
包括支援センター）

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

　

昨
年
12
月
18
日
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
７
０

０
１（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
認
証
を
取
得
い
た
し
ま
し
た
。

　

組
織
は
、皆
様
か
ら
お
預
か
り

し
て
い
る
個
人
情
報
な
ら
び
に
苑

内
の
多
種
多
様
な
情
報
に
関
し
て

1/1～2/28

※その他事業・・・居宅介護支援事業、地域包括支援
　センター、配食サービス

～苦情報告～

～ヒヤリハット報告～

 

～事故・苑内処置レベル～

 
～重大な事故・行政報告～

２

０

 
 介護 看護 リハビリ 生活相談 栄養 ケアプラン 外注 マナー その他 計 

特養

          

短期入所         

通所介護        

       

3 ３

０

２ 5

０

3

          

          

         

          ０

２１１

 

骨折
 

出血
 

火傷
  

 誤与薬
 

感染症
 

死亡 その他
 

計

         

          

          

          

誤嚥

１

異食

１

２

６

６

１０

１９

２ ２

 

骨折 出血 火傷 誤嚥 異食
ケガ
その他 誤与薬

 

無断外出 感染症

 

死亡 その他 計

           

          

           

          

２９

５

その他事業

その他事業

通所介護

短期入所

その他事業

通所介護

短期入所

特養

その他事業

通所介護

短期入所

特養

ケガ
その他 無断外出

 

骨折
 

出血
 

火傷
  

 誤与薬
 

感染症
 

死亡 その他
 

計誤嚥 異食
ケガ
その他 無断外出

特養

２

８

５

１１

　実地指導の内容ですが、届出通りの勤務者がい
るか、人員、設備基準を現に満たしているか、運営基準
に則ったサービス提供をしているか、介護報酬に不正は
ないか、サービス内容は適切か等々多岐にわたります。
　改正介護保険法から市町村によるチェック機能や、事業所指定の更新制導入等、さらに襟を正した運営が必要と考えられます。

２

８

１

１ １

２

1

１

２

２

４

１１
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　今年度は、各部署で手順書の見直しをしています。
　手順書とは様々な業務の適切化と、どの職員も同
じようにサービスができるように記したものです。
　介護業務は一定にとどまるものではなく、常に新
しい方法やよりよい方法を模索し、実施し、検証し、
改善し、より新鮮なものになっていきます。
　各職員がバラバラの
方法では、ご利用者が
混乱してしまいます。
　そのため、定期的に
見直しをし、その時の
最善の方法が示され、
その通りに実践するこ
とが大切なのです。

不
十
分
な
情
報
も
少
な
く
な
い
よ

う
で
す
。

　

高
齢
者
の
方
で
も
、身
体
機
能

の
レ
ベ
ル
は
、
個
人
差
が
あ
り
、

適
切
な
強
度
に
よ
っ
て
は
、効
果

が
上
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
適
切
な
強
度
の
運
動
と
い

っ
て
も
、自
身
で
設
定
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
苑
の
よ
う
な
リ
ハ
ビ
リ
を
行

う
施
設
に
は
、理
学
療
法
士
や
、

機
能
訓
練
指
導
員
な
ど
の
専
門
家

が
い
ま
す
。

　

ひ
と
つ
の
方
法
と
し
て
、そ
の

よ
う
な
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　去年夏にメダカちゃんが来てから７ヶ月が経ちま
した。
　卵からかえった子どものメダカちゃんが、すくす
くと育ち、た～～くさん増えたので、認知症コース
のお部屋にも水槽を設置しました!(^^)!
　泳ぐ姿を見て「これ
何？」「魚？」と、じ
っくりと眺めているご
利用者を見て、ほのぼ
のとした時間を過ごさ
せてもらってます♪
　メダカちゃんも喜ん
でくれて嬉しいです。

躍動 ＩＳＯ！
常に新しく、そして間違いなく

勉強会などで手順書の活用方
法も指導してています（写真
奥中央：品質管理室室長）

テレビや雑誌は、参考にはなりますが、
自分にあっているかは別ものです。

当苑では、大きなリハビリ室にて、適度な強度
を測定してからリハビリを開始しています（写
真：リハビリ室）

江戸川光照苑で育てているメダカちゃん♪♪

ブルーライトで、見ていると落ち
着く気がします

「
刺
激
」
か
ら
始
ま
る

　
　
　

身
体
づ
く
り
！

　　

テ
レ
ビ
・
雑
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ

ア
で
は
、運
動
す
る
事
を
啓
発
す

る
目
的
で
、「
安
全
性
」
と
「
適

応
し
や
す
さ
」を
重
視
し
た
情
報

提
供
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、専
門
家
か
ら
見
る
と
、

と
て
も
弱
い
強
度
が
多
く
、決
し

て
間
違
い
で
は
な
い
の
で
す
が
、

このコーナーでは、楽しい仲間たちを紹介してい
ます。



実際に杵を付いた後・・・不思議とこのような素敵
な笑顔に出会えます

初めての体験に、照れながも懸命に杵をつく
小岩第三中学校の生徒さん

●
餅
つ
き
大
会
と
炊
き
出
し

　

訓
練

「
つ
き
た
て
の
お
餅

　
　

は
や
っ
ぱ
り
美
味
！
」

　

去
る
１
月
27
日
（
木
）
、
毎
年

恒
例
の「
江
戸
川
光
照
苑
餅
つ
き

大
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
職
員
、利
用
者
だ
け
で

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
の
方
よ
り
杵
と
臼
を
お
借

り
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に

北小岩保育園の園児たちに見守られながら、
餅つきを楽しまれた清水さん

勉
強
で
あ
り
、身
に
付
け
た
事
を

生
か
し
な
が
ら
仕
事
に
奮
闘
し
て

お
り
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
介
助

な
ど
行
う
際
、笑
顔
を
心
掛
け
、

ご
利
用
者
の
皆
様
に
安
心
し
、ほ

っ
と
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
接

し
方
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

よ
り
早
く
一
人
前
の
介
護
福
祉

士
と
な
り
、当
苑
の
理
念
に
沿
っ

た
安
心
・
安
全
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
よ
う
、努
力
を
惜
し
ま

ず
日
々
研
鑚
し
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　

介
護
職
員　

志
賀　

翔
太

肩に手をかけ、話しかけ、居室への誘導をす
る志賀介護職員

両手を合わせるのが、お互いの合図・・・ニコニコ
笑顔を見せてくれます（写真左：志賀介護職員）

４２

　私たちは、福祉サービス事業者として、常に一流としての品質と地位を維持し、
人々からの高い信頼と満足を得るためには、ご利用者および関係者の個人情報ならび
に江戸川光照苑の機密情報のセキュリティを確保することが重要な経営課題であると
認識しています。当苑では、この認識のもとに、I SM S基本方針を定め、当苑
が保有する個人情報と機密情報のセキュリティを確保するための指針とします。

　私たちは、人々の幸せを創造し、福祉サービス事業者として常に一流としての品質と地
位を維持し、社会に高く評価され、ご利用者に満足いただける最高のサービスを
提供します。そして、地域、社会、環境に貢献するホスピタリティ事業者として、
将来に亘り事業の永続的な発展を目指します。

一.私たちは、すべての人々の期待に応えるパーソナルなサービスとホスピタリティの精神
によって、創造性と先駆性ある事業を展開し、人々からの高い信頼と満足を得
ます。
一.私たちは、一人ひとりのライフステージのファンとなり、その価値を受け止められ
　る「人としての豊かさ」を身につけ、研鑽と努力を惜しまず、プロとして専門
　性を高め、介護サービスのあるべき姿を提示します。
一.私たちは、事業経営の安定性と透明性を確保するとともに、生命あるものや環境を大切
　にした地域社会の創造と発展に貢献します。
一.私たちは、江戸川光照苑へ寄せられる貴重なご意見、ご批判などを真摯に受け止め、品
　質マネジメントシステムの有効性を継続的に改善し、常に成長し変化し続けながら、一
　貫した良品質のサービスを提供する江戸川光照苑ブランドを構築します。

1.情報セキュリティに関する法令および契約事項を遵守し、J I S Q２７００１（ISO
　/ IEC２７００１）に準拠したISMSを「ISMSマニュアル」として確立し、維持します。
2.情報資産に対する体系的なリスクアセスメント及びリスクマネジメントに基づき、
　適切な管理目的及び管理策を設定します。
3.ISMSの確実な運用及び情報セキュリティに対する意識向上のため、すべての従業
　者に対して定期的に情報セキュリティに関する教育を実施します。
4.事業継続管理の手順に基づき、情報システムの重大な故障または災害等の影響によ
　る事業活動の中断に対処し、再開を確実にします。
5.従業者は、「I SM S基本方針」「ISM Sマニュアル」を遵守しなければならず、違
　反した場合には、就業規則等に基づき罰則を適用します。

ＩＳＯ9001
　平成20年4月1日　認証取得

ＩＳＭＳ基本方針

ISO27001/ＩＳＭＳ
平成22年12月16日　認証取得

笑
顔
で
頑
張
り
な
が
ら
・・・

　

私
は
大
学
の
介
護
科
を
卒
業
し
、

昨
年
の
４
月
か
ら
江
戸
川
光
照
苑

の
特
養
介
護
職
員
と
し
て
２
階
フ

ロ
ア
に
て
働
い
て
お
り
ま
す
。

　

毎
日
が
笑
顔
に
溢
れ
た
職
場

で
過
ご
し
て
い
る
と
、時
が
経
つ

の
も
早
く
、勤
め
始
め
て
か
ら
す

で
に
１
年
が
経
と
う
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
覚
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
も
多
く
、毎
日
が
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震
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
、地
域
社
会
に
開

か
れ
た
身
近
な
施
設
と
し
て
、地

域
と
の
連
携
交
流
を
は
か
る
一
助

と
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

炊
き
出
し
訓
練
で
は『
豚
汁
』

を
用
意
し
、短
い
時
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、震
災
さ
な
が
ら
の
緊

張
感
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、寒

い
最
中
の
豚
汁
は
美
味
で
し
た
。

　

お
餅
つ
き
で
今
年
一
年
の
運
を

付
（
杵
）い
た
、
そ
ん
な
気
が
し

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
厨
房
で
は

委
託
先
の
日
清
医
療
食
品
に
も
ち

米
を
焚
い
て
も
ら
い
、と
様
々
な

方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、盛
大
な

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
北
小
岩
保
育
園
の
園
児

た
ち
も
大
勢
餅
つ
き
を
見
に
来
ら

れ
、つ
く
た
び
に
掛
け
声
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
中
学
生
の
実
習
も
あ
っ
て
、

重
い
杵
を
振
り
上
げ
て
、
体
験

し
た
こ
と
の
な
い
餅
つ
き
を
精
一

杯
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
防
災
委
員
会
に
よ
る

「
炊
き
出
し
訓
練
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取

り
扱
い
説
明
会
」が
あ
り
、
大
地



誕生日のプレゼントを受け取り、さらに満面
の笑顔になった田口さんです

「長寿を祝う会」にて「音響機器セット」の目録
を家族会会長（水野敏明氏）より受け取り、様々
な場面で活用させていただいています

実際に、ベットを使用し説明され、わかり易い
内容でした

褥瘡予防は徹底的な除圧と説明があり、う
なずく職員も多くいました。

　
褥
瘡
予
防

〜
床
ず
れ（
褥
瘡
）の
発
生

　

を
予
防
し
、よ
り
良
い
生

　
　

活
環
境
を
提
供
す
る
〜

　

江
戸
川
光
照
苑
の
ベ
ッ
ト
が
床

上
38
㎝
ま
で
下
が
る
低
床
型
に

変
わ
り
、
去
る
１
月
19
日（
水
）

納
入
業
者
で
あ
る
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト

株
式
会
社
に
床
ず
れ（
褥
瘡
）予

防
に
つ
い
て
研
修
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ご
利
用
者
が
快
適
に
過
ご
す
た

家
族
会
か
ら
の
贈
り
物

〜
い
つ
も
感
謝
し
て
い
ま
す
〜

　　

毎
年
、家
族
会
か
ら
は
贈
り
物

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　

7
月
に
行
わ
れ
た「
納
涼
夏
祭

り
」の
際
に
は
、音
響
機
器
は
外

部
よ
り
レ
ン
タ
ル
し
て
い
ま
し
た

が
、自
前
の
セ
ッ
ト
が
や
は
り
必

要
で
は
と
い
う
こ
と
で
家
族
会
と

調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
、9
月
に

「
ち
ょ
っ
と
し
た
心
配
り
」が

楽
し
み
に
つ
な
が
り
ま
す

　

去
る
３
月
１
日（
火
）、デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
入
り
口
に
ひ
な
壇
が

飾
ら
れ
、ひ
な
祭
り
の
雰
囲
気
を

味
わ
い
ま
し
た
。

　

カ
メ
ラ
に
収
め
た
い
と
、記
念

撮
影
す
る
ご
利
用
者
や
、ご
家
族

に
見
せ
た
い
と
、カ
メ
ラ
に
写
し

て
き
て
ほ
し
い
と
カ
メ
ラ
を
差
し

出
す
ご
利
用
者
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

あの「とくダネ！」（フジテレビ）で
　　　　　　　放送されました！！

園児たちの愛らしい演技に・・・
　　　　　　　　　　夢中です♪

カードを手にして、ひな祭りの雰囲気を味
わいながら会話を楽しまれていました

カメラ好きな平林さん・・・さっそく「ひな壇」の
前で職員と記念撮影

苑長とご利用者の会話を見な
がらお２人とも笑顔となり、緊
張がほぐれた様子です（写真左
奥：パキンスタンの方々）

　

ひ
な
祭
り
を
楽
し
み
た
い
と
い

う
気
持
ち
の
現
れ
の
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。

　
「
ひ
な
祭
り
」
当
日
、３
時
の

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
に
、
甘
酒
と
ケ

ー
キ
・
・
・
そ
し
て
、
お
雛
様
と

お
内
裏
様
の
カ
ー
ド
が
全
員
に
配

ら
れ
、カ
ー
ド
を
眺
め
、微
笑
む

ご
利
用
者
や
若
い
頃
に
ひ
な
壇
を

よ
く
飾
っ
て
い
た
と
い
う
話
を
さ

れ
る
ご
利
用
者
な
ど
様
々
な
会
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

カ
ー
ド
と
い
う「
ち
ょ
っ
と
し

た
心
配
り
」が
会
話
の
材
料
に
な

る
瞬
間
を
み
る
こ
と
が
で
き
、改

め
て
大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
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　２月22日（火）に北小岩保育園の慰問があり、
「２４匹のねこ」という演劇でした。
　園児たちの演じる「ねこたち」が遠足に行き、お
花畑でお花を勝手につんだり、入っていけない所に
入ってしまったり、様々な悪さをします・・・ご利用者
は、その愛らしい演技に、夢中になっていました。
　これまでにも、「折
り紙の手作り水族館」
「節分のおに」などが
あり、園児たちの来苑
をご利用者も毎回楽し
みにしています。
　職員一同感謝してお
ります。

　ことの始まりは、パキスタンの若者との出会い・・・
パキスタンでは、高齢者を大事にする風習があり、
将来、教育に携わりたいという２人が、「日本の高
齢者施設をみて、母国に見て得たものを持ち帰りた
い」というエピソードにフジテレビが賛同し、撮影
が決まり、3月8日（火）に放送されました。
　江戸川光照苑が選ば
れたことは職員一同誇
りに思い、励みになり
ました。
　日本に興味を持って
いただけたことは、皆
様にも励みになると思
い、ご紹介しました。

め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
長
年
研
究
し

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
内
容
で
し
た
。

　

予
防
と
し
て
は
、徹
底
的
に
除

圧
し
、な
る
べ
く
大
き
な
面
で
支

え
る
様
に
し
、ベ
ッ
ト
に
接
地
し

て
い
る
身
体
の
部
位
を
離
し
て
皮

膚
が
引
っ
張
ら
れ
な
い
様
に
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
熱
心
に
指
導

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

江
戸
川
光
照
苑
で
は
、こ
の
よ

う
な
専
門
的
な
研
修
を
行
い
、職

員
一
人
一
人
が
専
門
職
と
い
う
自

覚
を
養
え
る
機
会
を
設
け
、介
護

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
絶
対
に
褥
瘡
を
作

ら
な
い
」と
い
う
こ
と
を
徹
底
し

て
、教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

行
わ
れ
ま
し
た「
長
寿
を
祝
う
会
」

に
お
い
て
、今
年
度
は「
音
響
機

器
セ
ッ
ト
」を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

と
て
も
立
派
な
も
の
を
お
贈
り

し
て
い
た
だ
き
、活
躍
の
場
も
広
が

っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、お
正
月
に
は
門
松
を

昨
年
に
引
き
続
き
贈
呈
し
て
い
た

だ
い
た
り
、ご
利
用
者
全
員
に
は

誕
生
月
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
ま
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、毎
年
会
費
と
し
て
納
め

ら
れ
て
い
る
中
か
ら
ご
利
用
者
に

と
っ
て
必
要
な
も
の
を
ご
相
談
の

上
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
者
お
よ
び
職
員
一
同
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

24名のねこたちの来苑に、ホ
ール内は明るい雰囲気になりま
した（写真：北小岩保育園の園
児たち）



「東北地方太平洋沖地震」ならびに
「長野県北部を震源とする地震」について

「東北地方太平洋沖地震」ならびに
「長野県北部を震源とする地震」について

～ 心 よ り 哀 悼 の 意 を 表 し ま す ～

無
事
に
復
旧
し
、現
在
の
と
こ
ろ

ご
利
用
者
の
生
活
に
支
障
は
で
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、ご
利
用
者
、職
員
と
も

ケ
ガ
も
な
く
、無
事
で
し
た
こ
と

を
、お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

義
援
金
の
お
願
い

　
し
か
し
、現
地
で
は
、す
で
に
、

福
島
県
や
岩
手
県
で
も
、施
設
の

倒
壊
や
、ご
利
用
者
な
ど
が
津
波

に
流
さ
れ
る
な
ど
、被
害
が
徐
々

に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、江
戸
川
光
照

苑
で
は
、東
社
協
を
通
じ
て
、義

援
金
の
協
力
を
決
め
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、被
害
に
遭
わ

れ
た
、特
に
、高
齢
者
福
祉
施
設

江戸川光照苑でも大きな揺れを感じま
した

未曾有の被害をだした津波。津波の恐ろ
しさを再認識しました

　

今
般
、11
日
に
発
生

し
た「
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
」と
、同
12

日
の「
長
野
県
北
部
を

震
源
と
す
る
地
震
」。

　

特
に
、「
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
」に
つ

き
ま
し
て
は
、Ｍ
9．0　
と

い
う
日
本
観
測
史
上
最

高
の
地
震
と
な
り
、現

在
で
も
多
く
の
死
者
、

行
方
不
明
者
に
、ご
家

族
は
も
ち
ろ
ん
、関
係

者
の
皆
様
方
の
ご
心
中

お
察
す
る
に
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
。

江
戸
川
光
照
苑
の

　
　

被
害
は
な
し

　

江
戸
川
光
照
苑
で
は
、

幸
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

温
水
機
の
緊
急
停
止
な

っ
た
も
の
の
、そ
の
後
、

の
１
日
も
早
い
復
旧
を
願
っ
て
、

義
援
金
に
も
ご
協
力
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す

　

被
災
地
で
は
、未
だ
余
震
活
動

も
続
い
て
い
る
一
方
で
、東
京
電

力
福
島
原
発
で
放
射
能
災
害
の
恐

れ
な
ど
で
、引
き
続
き
余
談
を
許

さ
な
い
状
態
で
す
が
、こ
の
地
震

で
尊
い
命
を
落
と
さ
れ
た
多
く
の

方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、ご

遺
族
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、被
害
を
受
け
ら
れ
た
す
べ

て
の
被
災
者
の
皆
様
に
心
よ
り
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

苑　

長　

水　

野　

敬　

生

〜
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

　
　

サ
ー
ビ
ス
の
活
用
〜

　

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
と

い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
は
、行
政
が
直
接
・
間
接

的
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
は
対

応
困
難
な「
隠
れ
た
」ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
を
言

い
、近
年
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
近
隣
や
地
域
社
会
、

関
係
機
関
に
通
知
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

今
号
の
特
集
で
は
、地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
今
後
の
取

り
組
み
の
展
望
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
が
、私
た
ち
ケ
ア
マ
ネ
と
し

て
は
、改
正
に
よ
っ
て
一
番
困
惑

さ
れ
る
の
は
、保
険
を
ご
利
用
さ

れ
る
皆
様
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
、

私
た
ち
も
今
か
ら
準
備
を
進
め
て

改
正
に
臨
み
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

民
間
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
非

公
式
な
援
助
活
動
が
こ
れ
に
当
た

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
、地
域

に
多
か
れ
少
な
か
れ
存
在
し
て
い

る
も
の
の
、フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
な

ど
と
比
べ
、知
ら
な
い
方
も
多
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

も
し
、
興
味
の
あ
る
方
は
、

「
身
近
に
あ
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

サ
ー
ビ
ス
」を
見
つ
け
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。　
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〜
24
年
度
の
介
護
保

　
　

険
改
正
に
向
け
て
〜

　

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り
、早

い
も
の
で
10
年
以
上
が
経
過
し
、

そ
の
間
に
も
、3
回
の
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

次
の
改
正
は
平
成
24
年
度
で
す

が
、お
お
よ
そ
の
方
向
は
す
で
に

打
ち
出
さ
れ
て
お
り
、国
や
各
自

治
体
も
勉
強
会
や
研
修
の
形
で
各

介護保険事業所に対しての勉強や講演会が多
数あり、当苑も参加しています

消防団協力事業所として、当苑から２名が協力
しています（写真左：阿部相談員、写真左：山
口機能訓練指導員）

第五期介護保険制度

これから先のスライドは、確実な準備ができる
かがキーポイントになります

江戸川区では、介護予防と社会参加として「熟年
介護サポーター」の事業が行われています（写真
左：活動のお手伝いをする根岸さん）

第三者評価受審の意義第三者評価受審の意義
～社会に向かう意欲の高い施設として～

を
行
う
こ
と
そ
の
他
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と
に
よ
り
、常
に
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
者
の
立
場
に
立

っ
て
良
質
か
つ
適
切
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
』
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
全
て
を
受
審

　
東
京
都
で
も
、現
在
福
祉
サ
ー

ビ
ス
第
三
者
評
価
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、当
苑
で
は
、昨
年
度
よ

り
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、居
宅
介
護

支
援
事
業
所
も
加
え
た
３
事
業
全

て
区
内
で
唯
一
受
審
し
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
者
自
身
が「
利
用
し
た

第三者評価機関に内容の説明を行う職員

評価結果は「とうきょう福祉ナビゲーション」
でご覧いただけます（http://www.fukunavi.
or.jp/fukunavi/index.html）

　

前
号
で
も
お
知
ら

せ
し
た
と
お
り
、江

戸
川
光
照
苑
で
は
、

I
S
O
9
0
0
1

に

加
え
、昨
年
暮
れ
に

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
国
際
規
格IS

O
2
7
0
0
1
/
I
S

M
S

の
認
証
を
取
得

し
ま
し
た
が
、第
三

者
に
よ
る
認
証
、評

価
の
必
要
性
は
年
々

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
第
78

　

条
の
努
力
義
務

　

社
会
福
祉
法
第
78

条
で
は
、『
社
会
福

祉
事
業
の
経
営
者
は
、

自
ら
の
そ
の
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
評
価

い
事
業
所
の
特
徴
」
や
、「
サ
ー

ビ
ス
の
質
」な
ど
、選
択
す
る
際

の
目
安
と
し
て
も
ら
う
た
め
で
す
。

社
会
に
向
か
う
意
欲
の
高
い

　
　
　
　
　
　

施
設
と
し
て

　

第
三
者
評
価
は
、社
会
に
向
か

う
意
欲
の
高
い
施
設
低
い
施
設
と

の
差
が
は
っ
き
り
現
れ
ま
す
。

　

今
後
も
第
三
者
評
価
を
と
お
し

て
、自
ら
が
個
々
の
抱
え
る
課
題

を
把
握
し
、サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
へ
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

苑　

長　

水　

野　

敬　

生

「東北地方太平洋沖地震」ならびに
「長野県北部を震源とする地震」について



進
化
し
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る
江
戸
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光
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ト
）

町　

山　

ミ
ツ
エ

（
買
物
サ
ポ
ー
タ
ー
・

　
音
楽
サ
ポ
ー
ト
）

中　

谷　

喜
美
子

後　

藤　

冨
士
子

藤　

岡　

慈　

恵

城　

野　

総　

枝

田　

村　

英　

雄

小　

幡　

葉　

子

田　

村　

安
由
美

※氏名の未掲載のご希望がある場合は、下記まで
　ご連絡ください。

柴　

田　

延　

枝

石　

川　

武　

敬

高　

田　

憲　

子

執　

昌　
　
　

恵

飯　

島　

由
美
子

墨　

田　

朝　

子

渡　

辺　

知　

子

田　

窪　

淳　

子

伊　

藤　

鈴　

江

進　

藤　

佳　

子

人　

見　

元　

子

落
語

杉　

森　

紀　

子

萩　

田　

栄　

子

小　

川　

つ
る
子

杉　

本　

ス　

イ

落　

合　
　
　

忠

松　

沢　

輝　

子

金　

井　

み
ち
子

高　

田　

照　

子

小　

川　

ト
シ
江

町　

山　

ミ
ツ
江

岡　

田　

セ
ツ
子

熊　

田　

和　

美

内　

田　

恭　

子

伊　

藤　

秀　

子

佐　

藤　

洋　

子

村　

上　

エ
ツ
子

ひ
ま
わ
り
グ
ル
ー
プ

（
ホ
ー
ム
喫
茶
）

【

【

ト
リ
マ
ー

社会資源として、活用していただこうと１０月
から開放された会議室（写真：ふれあいの間）
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看取りケアと共通するターミナルケアの苑内
研修を行い、基本的な考えを学んでいます

デイサービスでは、継続的なサービスという
観点とニーズがあることを考え、来年度日曜日
の営業を開始いたします（写真：音楽療法）

会
議
室
貸
し
出
し
な
ど
を
継
続
的

に
展
開
し
、地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
作
り
に
も
力
を
入
れ
、地
域

に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」の
よ
う
な
時
代
の
求
め
る
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
実
現

す
る
た
め
、来
年
度
の
事
業
計
画

に
も
反
映
し
、全
職
員
の
意
識
を

統
一
化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、な
に
よ
り
も
、ご
利

用
者
の
笑
顔
、満
足
の
い
く
サ
ー

ビ
ス
が
継
続
的
に
提
供
で
き
る
江

戸
川
光
照
苑
で
あ
り
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宅
復
帰
ま
で
切
れ
目
の
な
い
継
続

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く

と
い
う
２
側
面
か
ら
成
り
立
つ
考

え
方
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
は
、
24
時
間
対
応

の
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
な
け
れ
ば

実
現
は
難
し
い
と
も
言
え
ま
す
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
視
点
を
サ
ー
ビ
ス
に
生
か
し

て・・・

　

江
戸
川
光
照
苑
で
は
、特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
は
、看
護
職
員
の

２
交
替
勤
務
・
看
取
り
ケ
ア
な
ど

の
医
療
の
充
実
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス

は
、大
幅
な
延
長
、日
曜
日
営
業

を
開
始
し
、包
括
的
・
継
続
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。　

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
確
保
し
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
充
実
も
図
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

来
年
度
の
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン

　

江
戸
川
光
照
苑
祭
・
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
・
映
画
会
の

開
催
、部
外
を
招
い
た
研
修
会
、

　
後
援
会
親
睦
旅
行

〜
伊
東
温
泉
で
ゆ
っ
た
り
〜

　

社
会
福
祉
法
人
光
照
園
後
援
会

で
は
、会
員
の
参
加
の
推
進
と
親

睦
を
図
る
た
め
、年
１
回
一
泊
の

親
睦
旅
行
を
行
っ
て
、会
員
同
士

は
も
ち
ろ
ん
、職
員
と
の
交
流
も

図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
７
回
目
を
迎
え
る
そ
の

親
睦
旅
行
が
、１
月
22
日（
土
）、

23
日
（
日
）
の
一
泊
二
日
で
、
全

国
で
も
屈
指
の
湯
量
で
も
知
ら
れ

る
一
大
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
地
、静
岡

県
・
伊
東
温
泉
で
行
わ
れ
、多
く

の
会
員
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、

相
模
湾
の
新
鮮
な
魚
介
類
や
み
か

ん
な
ど
、山
海
の
幸
に
も
ご
満
足

い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

　

は
じ
め
て
参
加
さ
れ
た
田
辺
さ

ん
か
ら
は
、「
皆
さ
ん
気
を
遣
っ

て
下
さ
り
、色
々
な
お
話
も
で
き
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
」

と
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
援
会
で
は
、こ
の
よ
う
な
機

会
を
今
後
も
継
続
し
、江
戸
川
光

照
苑
の
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
、

地
域
に
愛
さ
れ
る
施
設
づ
く
り
を

応
援
す
る
活
力
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

「宴会のお酒も美味しかったし、熱海梅園も
ステキでした」と話す田辺さん（写真左上）

ホテル前にて記念写真「ハイっ、ポーズ！」

餅
つ
き

石　

川　

た
け
の
り

石　

川　　
き
よ
子

増　

田　

忠　

史

関　

谷　

一　

二

安　

藤　

じ
ゅ
ん
や

徳　

留　

良　

男

加　

納　

幸　

子

棚　

瀬　

直　

美

草　

深　

和　

子

椎　

名　

光　

子

介
護
サ
ポ
ー
タ
ー

岡　

田　

良　

智

根　

岸　

嗣　

治

鈴　

木　

達　

夫

髙　

城　

日
出
雄

菊　

地　

英　

子

山　

口　

敏　

昭

平　

野　

利　

幸

植　

草　

啓　

子

飯　

島　

小　

弓

永　

井　

久　

男

猪　

鼻　
　
　

洋

奥　

田　

智　

也

綾　

部　

和　

美

守　

谷　
　
　

哲

沢　

山　
　
　

休

下
酔
尾　

秀　

子



○
タ
テ
の
ヒ
ン
ト

１
．完
売
！「
仕
方
な
い
○
○
じ
ま
い
だ
ぁ
」

2
．屋
根
よ
り
高
い
○
○
○
○
○

4
．小
学
１
年
生
の
背
中
に
、光
っ
て
い
ま
す

6
．「
海
の
ギ
ャ
ン
グ
」や「
○
○
の
つ
ま
り
」

7
．サ
メ
は
○
○
し
て
か
ら
生
ま
れ
ま
す

○
ヨ
コ
の
ヒ
ン
ト

１
．東
北
地
方
は「
い
た
こ
」、沖
縄
地
方
は
、「
ゆ

　
　
た
」な
ど
の
こ
と

3
．戦
場
で
吹
き
鳴
ら
す
角
笛
の
こ
と

5
．学
校
で
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在「
○
○
○
会
長
」

8
．人
そ
れ
ぞ
れ
も
っ
て
い
ま
す

7
．両
親
が
集
う「
○
○
の
会
」は
？

9
．バ
ラ
科
の
落
葉
高
木
の
果
物・・・「
○
○
○
酒
」が

　
　
有
名
！

進
化
し
続
け
る
江
戸
川
光
照
苑

【地域包括支援センター】
4月     ☆15日（金） 　介護者交流会「排泄用具について」
　　　　　　　　　（企画：地域包括支援センター）　
5月　  ☆20日(金)    介護者交流会「権利擁護について」
　　　　　　　　　（企画：企画：地域包括支援センター）

【オンブズマン】（３ヶ月／1回会議開催）
4月　☆27日（水）

【人材育成苑内研修】
4月　☆20日（水）　情報セキュリティに関する研修
　　　　　　　　　（講師：ＩＳＭＳ事務局　葛西　重敏）
5月　  ☆18日（水）　ISOの理解と運用　
　　　　　　　　　（講師：品質管理室長　柴田一佐哲）

【サービスマナー】（ロールプレイ研修）
4月　    ☆12日（火）　5月　　☆10日（火）

【防災訓練】
4月　☆8日（金）　消火訓練：消防署員指導のもと、水消
　　　　　　　　火器を使用
　　　　　　　　した訓練。　
5月 ☆13日（金）　夜間想定での通報、消火、避難訓練　　　　　    

【施設実習】【チャレンジ・ザ・ドリーム】　日程未定　　　　

　江戸川光照苑では、江戸川区の委託事業として、配食サー
ビスを行っています。
　ご利用の条件として、65歳以上の方で食事づくりが困難
な一人暮らし、もしくは日中独居及び高齢者のみの世帯であ
り、疾患などにて減塩食、お粥、キザミ食のような特殊な
食事形態である虚弱食の方が対象になっています。
　現在、夕食に関しては、多くのご利用があり、昼食のみ
申し込みを受け付けています。
　現在の利用状況より、10名となっていますので、ご利用
を迷われていましたら、ぜひ当苑の地域包括支援センター
にお気軽にご相談ください。
（tel03-5612-7193）

介護

福祉 在宅

医療

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
生
活
を
！！

・・・・・・・ 

②
③

〜24

年
度
の
介
護
保
険
改
正
に
向
け
て
〜

〜
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
〜

  （
編
集
委
員
長　

保
田　

浩
一
郎
）

褥
瘡
予
防

〜
床
ず
れ（
褥
瘡
）の
発
生
を
予
防
し
、

　

よ
り
良
い
生
活
環
境
を
提
供
す
る
〜

「
さ
や
え
ん
ど
う
」に
つ
い
て

栄
養
満
点
で
美
肌
効
果「
さ
や
え
ん
ど
う
の
卵
と
じ
」

4
・
5

【　法人　】
4月      ☆18日（月）　法人連絡会
5月      ☆16日（月）　法人連絡会
　　　※理事会・評議員会・第三者委員会　日程未定
　　　
【特別養護老人ホーム】
4月　    ☆3日（日）5日（火）７日（木）　春の食事会/お花見　　　　
　　 　 ～花見の気分で春のひと時を家人とともに過ごして
　　　　いただく～
　　　☆10日（日）　春の食事会　
5月　　☆5日（木）　　端午の節句　
　　　～兜やこいのぼりなどの装飾をし、端午の節句をお祝
　　　　いする。～
　　　☆3日（火）4日（水）5日（木）　菖蒲湯
　　　　～菖蒲湯につかり、無病息災を願う～
　　　
【通所介護】（ふれあい・くつろぎ）
4月　 ☆４日（月）　花祭り
　　　　～お釈迦様の誕生を祝う～
　　　☆１日～４日　桜見学
　　　～季節の花（桜）を鑑賞する～
　　　※桜飾りの工作・おやつ作り（くつろぎ）
5月      ☆２日（月）　八十八夜　　　
　　　  ～新茶を楽しむ～
　　　☆3日（火）4日（水）5日（木）　菖蒲湯
　　　　～菖蒲湯に入り健康祈願～
　　　※バラ見学　日程未定
　　　～季節の花（バラ）を観賞する～
　　　※手芸・おやつ作り（くつろぎ）
  
【熟年ふれあいセンター】
4月　☆日程未定 　桜見学～季節の花を観賞する。～　　
5月　   ☆日程未定 　バラ見学～季節の花を観賞する～
　
【食事サービス】
4月     ☆10日（日）　季節のご飯の日
　　　　　　　　　 ～春野菜のちらしずし～ 
           ☆11日（月）　郷土料理の日（昼食）茨城県
                                  ～うなぎ飯・納豆汁～
　　　☆25日（月）　食事会
 5月        ☆10日（火）　季節のご飯の日
　　　　　　　　　～たけのこご飯～
☆9日（水）　郷土料理の日（夕食）愛知県
　　　　　　～天むす・煮みそ～
☆24日（木）　食事会

4

8

4 5
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介護・医療・福祉・住宅の充実と連携が重要
視された「地域包括システム」（上記図参照）

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

江
戸
川
の
土
手
か
ら
・・・
噂
の
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
！！
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福
祉
の
疑
問
？

「
福
祉
の
会
社
を
開
業
す
る
に
は
、県
と
か
国
に

特
別
に
登
録
す
る
と
か
、監
査
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？
」

　　
　
　

介
護
保
険
事
業
所

　
　
　
に
求
め
ら
れ
る
ニ

　
　
　

ー
ズ
の
変
化

　　
　
　

厚
生
労
働
省
の
社
会
保

　
　
　

障
審
議
会
介
護
保
険
部
会

　
　
　

な
ど
で
、次
期
改
正
介
護

　
　
　

保
険
制
度
に
向
け
た
議
論

　
　
　

が
重
ね
ら
れ
、施
設
か
ら

　
　
　

高
齢
者
住
宅
へ
の
転
換
、

　
　
　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
化
な
ど
、国
の
介
護
施
策
が

変
化
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
末
、地
域
包
括
ケ
ア
研
究

会
か
ら
、地
域
全
体
で
高
齢
者
を

支
え
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」の
構
築
を
進
め
る
た
め
の
最

終
報
告
書
が
公
表
さ
れ
、今
後
、

正
式
決
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ど
の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
に
反
映

さ
れ
る
か
が
、平
成2

3

年
度
注
目

す
べ
き
課
題
で
す
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

と
は
？　

　　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
、

　

①
介
護
②
福
祉
③
医
療
④
住
宅

の
視
点
か
ら
構
成
さ
れ
、ご
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
包
括
的
な

サ
ー
ビ
ス
と
、入
院
↓
退
院
↓
在

・・・・・・・・・・・・ 

⑩

笑
顔
で
頑
張
り
な
が
ら
・・・

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

介
護
職
員　

志
賀　

翔
太
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑨

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑦

・・・・・・ 

④

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」な
ら
び
に「
長
野
県
北
部
を

　
震
源
と
す
る
地
震
」に
つ
い
て

　
〜
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
〜

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑪

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑬

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑭

・・ 

②
③

●
餅
つ
き
大
会
と
炊
き
出
し
訓
練

　
「
つ
き
た
て
の
お
餅
は
や
っ
ぱ
り
美
味
！

「
ち
ょ
っ
と
し
た
心
配
り
」が
楽
し
み
に
つ
な
が
り
ま
す

　

園
児
た
ち
の
愛
ら
し
い
演
技
に
・・・
夢
中
で
す
♪

-１-

あ
の「
と
く
ダ
ネ
！
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
）の
放
送
さ
れ
ま
し
た
！！

-２-

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑤

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑥

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑤

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑤

・・・・ 

④

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑦

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑦

「
刺
激
か
ら
始
ま
る
身
体
づ
く
り
！
」

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑧

江
戸
川
光
照
苑
で
育
て
て
い
る
メ
ダ
カ
ち
ゃ
ん
♪♪

躍
動 

！ 

Ｉ
Ｓ
Ｏ

常
に
新
し
く
、そ
し
て
間
違
い
な
く

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑧

・・・・・・・・・・・・・ 

⑧

・・・・・・・・・・・・ 

⑫

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑬

・・・・ 

⑭

・・・・・・・・・ 

⑭

進
化
し
続
け
る
江
戸
川
光
照
苑

　

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
生
活
を
！！

　

平
成
24
年
度
改
正
を
前
に・・・

　

介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ
れ
10

年
が
経
ち
、
ご
利
用
者
、
地
域
、

行
政
お
よ
び
他
事
業
者
な
ど
か
ら

介
護
保
険
事
業
所
は
、サ
ー
ビ
ス

の
質
な
ど
で
、選
ば
れ
る
時
代
に

な
り
、平
成
24
年
に
は
介
護
保
険

制
度
の
改
正
が
あ
り
、介
護
保
険

事
業
所
の
進
化
が
求
め
ら
れ
る

時
期
に
入
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

介護保険制度は、この笑顔のためにあると信じて
います

平
成
24
年
度
改
正
を
前
に
・・・

家
族
会
か
ら
の
贈
り
物

〜
い
つ
も
感
謝
し
て
い
ま
す
〜

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑩

後
援
会
親
睦
旅
行

〜
伊
東
温
泉
で
ゆ
っ
た
り
〜

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑫

※

「
私
の
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
」「
実
習
生
の
一
言
」「
か
い
ご
の
教
室
」

　

に
つ
い
て
は
、今
号
は
お
休
み
に
な
り
ま
す

7 8

9

平
成
24
年
度
改
正
を
前
に・・・

6

こ

い

の

ぼ

り

ふ

か ん

せ

ら

ん

ど

る

は

せ

く

と

ど

み

8

9

7



　

新
年
度
号
の「
ふ
れ
あ
い
通
信
」と
な

り
、本
誌
の
様
々
な
課
題
・
意
見
・
要
望

が
見
つ
か
り
、ま
だ
ま
だ
努
力
が
必
要
と

実
感
し
た
年
度
で
し
た
。

　

来
年
、介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
る

た
め
、今
号
で
、と
り
あ
げ
ま
し
た
が
、

少
し
難
し
い
内
容
だ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

　

こ
の
改
正
が
、皆
様
の
生
活
に
ど
の
よ

う
に
か
か
わ
る
か
は
、地
域
社
会
と
私
た

ち
介
護
保
険
施
設
の
か
か
わ
り
方
に
よ
っ

て
変
化
す
る
と
考
え
、広
報
活
動
が
架
け

橋
と
な
れ
ば「
地
域
全
体
で
支
え
る
福
祉
」

が
実
現
で
き
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
３
月
11
日（
金
）に
起
き

た「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
な
ら
び

に
「
長
野
県
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
」

に
よ
る
被
災
者
の
皆
様
へ
一
日
も
早
い
復

興
を
ご
祈
願
し
、
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
　

編
集
委
員
長　

保
田　

浩
一
郎

進化し続ける江戸川光照苑
「東北地方太平洋沖地震」ならびに「長野県北部を震源と
　する地震」の被災者の方々に心より哀悼の意を表します

さやえんどう、砂糖・しょう油・だし１：１：２
（めんつゆ）、卵２個

栄養満点で美肌効果「さやえんどうの卵とじ」
ビタミンＡ、Ｃにさらにビタミン、ミネ
ラル、タンパク質等が強化され栄養満点
かつ美肌効果もあります

鮮やかな緑が映えるので料
理の彩りにも欠かせません
（写真下：鶏肉のがめ煮）

3
36

②卵は割りほぐし、砂糖、しょう油、だしで
　煮汁を沸かす

③沸いた煮汁にさやえんどうを入れます
④軽く火が通ったら卵を入れて好みの硬さで
　火を止め・・・出来上がりです

ポイント めんつゆを薄めると早いです

１４
4・5

①さやえんどうは洗い、すじをとっておく

ポイント さやえんどうは匂いが気になる場合
は煮汁に入れる前に軽くゆでてもい
いです

平成23年4・5月号　ふれあい通信36号

「
さ
や
え
ん
ど
う
」に
つ
い
て

　

え
ん
ど
う
豆
の
さ
や
の
中
の
豆
が
大

き
く
な
る
前
に
さ
や
の
や
わ
ら
か
い
う

ち
に
収
穫
し
食
べ
ま
す
。

　

種
類
は
、グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
、み
つ

豆
の
赤
え
ん
ど
う
な
ど
が
あ
り
、旬
は

５
月
前
後
で
す
が
、ほ
ぼ
一
年
中
あ
り

ま
す
。

　

成
長
し
た
豆
に
比
べ
タ
ン
パ
ク
質
、

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、Ｃ
は
多
く
、β
カ
ロ
チ

ン
は
、枝
豆
よ
り
か
な
り
多
い
で
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
１
日
の
必
要
量
が
100

ｍ
ｇ
で
す
が
、
さ
や
え
ん
ど
う
100
ｇ

中
に
55
ｍ
ｇ
も
含
ま
れ
ま
す
。

ポイント 具は他に人参、しいたけ、ネギ、油
揚、高野豆腐など、お好きなものだ
け入れるのもいいと思います
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